
会
員
募
集

　

◆
東
久
留
米
ペ
ン
習
字
会　

毎

月
第
１
・
第
３
①
月
曜
日
の
午
前

が
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
②

水
曜
日
の
午
前
と
午
後
が
中
央
公

民
館
で
。
入
会
金
３
０
０
円
、
会

費
月
２
１
８
０
円
。
つ
け
ペ
ン
と

ボ
ー
ル
ペ
ン
。
詳
し
く
は
町
田
緯

４
７
３
・
３
３
０
３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
話
し
方
ク
ラ
ブ　

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
の
午
後

７
時
～
９
時
、
中
央
公
民
館
ほ
か

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
１
５
０
０
円
。
話
し
方
の
基
本

を
学
び
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
土

屋
緯
４
７
５
・
４
９
２
３
へ
。

　

◆
ひ
が
し
く
る
め
手
打
ち
う
ど

ん
の
会　

月
各
１
回
、
土
曜
日
が

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
、
日
曜
日
が

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
、
７
月
は

　

日
（
土
）
と　

日
（
日
）
の
い

１１

１９

ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
。
会
費
１

回
８
０
０
円
。
詳
し
く
は
長
嶋
緯

４
７
３
・
９
１
１
９
へ
。

　

◆
短
歌
作
り
の
楽
し
さ
を
学
ぶ

（
東
久
留
米
短
歌
会
）　

毎
月
第

３
土
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
３
時

間
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
会

費
月
８
０
０
円（
３
カ
月
分
前
納
）。

あ
な
た
の
一
首
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
大
塚
緯

４
７
３
・
３
０
７
５
へ
。

　

◆
書
道（
墨
華
書
道
会
）　

月
２

回
、
木
曜
日
の
午
後
１
時
～
３
時
、

中
央
公
民
館
で
。
会
費
月
３
０
０

０
円
。
詳
し
く
は
鈴
木
緯
４
２

２
・
７
８
０
４
へ
。

　

◆
合
唱（
滝
山
女
声
コ
ー
ラ
ス
）

　

毎
週
水
曜
日
の
午
前　

時
～
正

１０

午
、
主
に
中
央
公
民
館
ほ
か
で
。

会
費
月
５
０
０
０
円
。
来
年
の
秋

に
発
表
会
を
計
画
中
。
詳
し
く
は

佐
藤
緯
４
７
５
・
３
２
４
１
へ
。

　

◆
健
康
ヨ
ガ
す
ず
ら
ん
の
会　

月
４
回
、
水
曜
日
の
午
前　

時
～

１０

　

時
半
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

１１東
本
町
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。
ヨ
ガ
・
ス

ト
レ
ッ
チ
・
ツ
ボ
等
心
身
を
ほ
ぐ

し
血
行
を
良
く
し
ま
す
。
無
料
体

験
あ
り
。
詳
し
く
は
小
林
緯
４
７

４
・
１
６
６
３
へ
。

　

◆
将
棋
研
究
会　

毎
週
日
曜
日

の
午
後
１
時
～
５
時
、
成
美
教
育

文
化
会
館
ほ
か
で
。
入
会
金
１
０

０
０
円
、
会
費
２
カ
月
１
０
０
０

円
。
詳
し
く
は
増
田
緯
４
７
３
・

２
３
３
３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
市
囲
碁
連
盟　

毎

月
第
４
日
曜
日
の
午
前　

時
か
ら
、

１０

主
に
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会

費
月
１
０
０
０
円
。
午
前
２
局
、

午
後
２
局
。詳
し
く
は
富
村（
と
み

む
ら
）
緯
４
７
５
・
０
４
７
９
へ
。

　

◆
東
久
留
米
市
空
手
道
連
盟　

毎
週
①
土
曜
日
の
午
後
６
時
か
ら

が
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
②

日
曜
日
の
午
前　

時
か
ら
が
市
民

１０

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
入
会
金
１
０

０
０
円
。
会
費
月
３
８
０
０
円
。

２
歳
６
カ
月
児
以
上
。
家
族
割
引

制
度
あ
り
。
詳
し
く
は
同
連
盟
・

依
岡
緯
０
９
０
・
３
２
２
３
・
９

４
６
７
へ
。

　

◆
混
声
合
唱
団
（
東
京
ブ
ル
ー

メ
ン
・
コ
ー
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ー
）　

月
４
回
、
日
曜
日
の
午
後
２
時
～

４
時
、
久
留
米
中
学
校
で
。
会
費

月
５
０
０
０
円
。
講
師
指
導
の

ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
あ
り
。

詳
し
く
は
佐
藤
緯
４
６
４
・
７
５

３
３
へ
。

　

◆
司
馬
遼
太
郎
を
語
る
会　

月

１
回
。
参
加
費
５
０
０
円
。
第
１

回
目
（
発
足
準
備
会
）
を
７
月　
１２

日
（
日
）
午
前　

時
か
ら
、
市
民

１０

プ
ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
。
詳
し
く

は
斉
藤
緯
０
９
０
・
７
２
３
５
・

４
６
４
９
へ
。

　

◆
軽
い
タ
ッ
チ
で
描
く
水
彩
画

と
色
鉛
筆　

毎
月
第
１
・
第
３
金

曜
日
の
午
前　

時
～
正
午
、
中
央

１０

公
民
館
で
。
入
会
金
３
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。
詳
し
く
は

村
田
緯
４
７
７
・
０
４
４
２
へ
。

　

◆
古
典
音
読
の
会　

毎
月
１
回
、

第
１
木
曜
日
の
午
前　

時
～
正
午
、

１０

中
央
図
書
館
で
。
会
費
１
回
１
２

０
０
円
。
７
月
か
ら
御
伽
草
子

（
お
と
ぎ
ぞ
う
し
）
を
読
み
ま
す
。

見
学
自
由
。
詳
し
く
は
岩
永
緯
４

７
３
・
８
２
３
７
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス（
ス
テ
ッ
プ
）　

月
４
回
、
土
曜
日
の
午
後
１
時
～

４
時
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東

本
町
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。
基
本
か
ら

正
し
く
指
導
し
ま
す
。
詳
し
く
は

丸
山
緯
０
９
０
・
６
４
８
９
・
４

０
６
２
へ
。

　

◆
楽
し
い
ウ
ク
レ
レ　

月
３
回
、

火
曜
日
の
午
後
１
時
～
３
時
、
さ

い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
２
０
０
０
円
、
会
費
月
４
０
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は

石
田
緯
０
８
０
・
３
２
７
７
・
７

１
６
６
へ
。

　

◆
茶
道
（
金
茶
〈
き
ん
さ
〉
会
）

　

月
２
回
、
金
曜
日
の
午
前　

時
１０

～
正
午
、
中
央
公
民
館
で
。
会
費

月
１
０
０
０
円（
茶
菓
子
代
）。
初

心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
阿
部
緯
４

７
７
・
０
２
３
７
へ
。

催

し

　

◆
散
歩
＆
自
然
観
察
「
南
沢
の

夏
に
遊
ぶ
」（
散
歩
＆
自
然
観
察
の

会
）　

７
月　

日
（
金
）
午
前
９
時

２４

半
～
正
午
、
市
役
所
１
階
屋
内
ひ

ろ
ば
に
集
合
。
落
合
川
、
南
沢
湧

（
ゆ
う
）
水
群
と
そ
の
周
辺
。
参

加
費
３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
）。

要
申
し
込
み
。
飲
料
水
、
筆
記
用

具
持
参
。
小
雨
実
施
。
申
し
込
み

と
詳
し
く
は
横
田
緯
４
７
３
・
５

９
９
７
へ
。

　

◆
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

音
楽

で
つ
づ
る
夏
の
思
い
出（
新
星
埀 　
）
７８

　

７
月　

日
（
土
）
午
後
２
時
半

２５

開
演
（
２
時
開
場
）、
成
美
教
育
文

化
会
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
。
入

場
料
１
０
０
０
円
（
中
学
生
以
下

無
料
）。
出
演
は
塩
谷
靖
子
（
歌
）、

塚
田
哲
夫
（
ピ
ア
ノ
）、
横
内
真
弓

（
ピ
ア
ノ
）
の
各
氏
。
詳
し
く
は

新
星
埀 　
事
務
局
緯
０
３
・
３
９
９

７８

４
・
４
５
５
５
へ
。

　

◆
創
立　

周
年
記
念
発
表
会

２５

（
東
久
留
米
市
歌
謡
連
盟
）　

７

月
５
日
（
日
）
午
前
９
時　

分
開

４５

演
、
中
央
公
民
館
で
。
入
場
料
無

料（
要
整
理
券
）。
加
盟
団
体
会
員

の
発
表
。
詳
し
く
は
安
尾
緯
４
６

４
・
５
５
９
３
へ
。

　

◆
第　

回
定
期
演
奏
会
（
東
久

２１

留
米
市
民
吹
奏
楽
団
）　

７
月　
１９

日
（
日
）
午
後
２
時
開
演
（
１
時

半
開
場
）、中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
。

入
場
料
無
料
。曲
目
は「
ア
パ
ラ
チ

ア
ン
序
曲
」「
第
六
の
幸
運
を
も
た

ら
す
宿
」「
元
禄
」
ほ
か
。
詳
し
く

は
藤
森
緯
４
６
８
・
６
０
１
０
へ
。

　

◆
講
演
会
「
今
ホ
ッ
ト
な
ア
メ

リ
カ
英
語
」（
初
め
て
の
英
会
話
）

　

７
月　

日
（
水
）
午
前　

時
～

１５

１０

正
午
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
第
２

講
習
室
で
。
参
加
費
３
０
０
円
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ダ
ニ
エ
ル
が
語

る
ア
メ
リ
カ
の
文
化
。
詳
し
く
は

三
好
緯
４
６
８
・
６
０
１
２
へ
。

　

◆
盆
踊
り
、
珍
し
い
踊
り
、
お

な
じ
み
の
踊
り
（
日
本
民
踊
〈
み

ん
よ
う
〉
普
及
会
）　

７
月
８
日

（
水
）
午
前　

時
～　

時
半
、
南

１０

１１

町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
無

料
。
詳
し
く
は
市
瀬（
い
ち
の
せ
）

緯
４
７
７
・
７
２
５
３
へ
。

　

◆
グ
ラ
ス
ハ
ー
プ
と
チ
ェ
ロ
の

コ
ン
サ
ー
ト
＆
作
品
展
（
ミ
ュ
ー

ト
ス
）　

７
月
４
日
（
土
）
午
後
６

時
半
開
演
（
６
時
開
場
）、
成
美
教

育
文
化
会
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
＆

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
入
場
料
中
学
生

以
上
２
０
０
０
円
、
３
歳
児
以
上

１
０
０
０
円
、
障
害
者
と
介
助
者

ペ
ア
３
０
０
０
円
。
保
育
あ
り

（
要
申
し
込
み
）。
障
害
者
の
作

品
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
協
働
作
品
。

詳
し
く
は
田
村
緯
０
８
０
・
５
４

４
９
・
１
７
９
８
へ
。

　

◆
写
真
家
江
之
元
ひ
さ
お
＆
仲

間
た
ち
展（
く
る
め
写
真
教
室
）　

７
月
１
日
（
水
）
～
５
日
（
日
）

の
午
前　

時
～
午
後
７
時
（
１
日

１０

は
正
午
か
ら
、
５
日
は
午
後
５
時

ま
で
）、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５
で
。

入
場
料
無
料
。
詳
し
く
は
榎
本
緯

４
７
３
・
１
９
６
１
へ
。

　

◆
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
（
ジ
ャ
ズ
を

楽
し
む
会
）　

７
月　

日
（
土
）
午

１１

後
６
時
半
開
演
（
６
時
開
場
）、
音

楽
ス
ペ
ー
ス
（
前
沢
４
ノ　

ノ
１
、

３２

榎
本
ビ
ル
１
階
）
で
。
入
場
料
１

０
０
０
円
。
要
予
約
。
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
、
ヴ
ィ
ブ
ラ

フ
ォ
ン
に
よ
る
演
奏
。
詳
し
く
は

菅
原
緯
４
７
５
・
６
３
６
６
へ
。

　

◆
第
５
回
じ
じ
ば
ば
作
品
展　

７
月　

日
（
火
）
～　

日
（
日
）

１４

２６

の
午
前　

時
～
午
後
５
時
、
清
瀬

１０

ク
レ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
武
池
袋

線
清
瀬
駅
前
西
友
４
階
）
で
。
入

場
料
無
料
。
ち
ぎ
り
絵
、
写
真
、

手
ま
り
、
似
顔
絵
、
編
み
物
、
紙

粘
土
ほ
か
。
詳
し
く
は
山
下
緯
４

７
２
・
１
２
０
７
へ
。

　

◆
ニ
コ
ン
を
語
ろ
う
（
多
摩
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
メ
ラ
同
好
会
）　

７

月　

日
（
日
）
午
前
９
時
半
～
正

１９
午
、
中
央
公
民
館
集
会
学
習
室
４

で
。
参
加
費
５
０
０
円
。「
科
学

の
眼
」
の
鑑
賞
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
。

先
着　

人
に
よ
う
か
ん
進
呈
。
申

１０

し
込
み
と
詳
し
く
は 

田
緯
４
７

６
・
０
７
９
６
へ
。

　

市
で
は
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
施
策
の
実
施
に

必
要
な
事
項
を
協
議
す
る
た
め
、

「
東
久
留
米
市
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
推
進
協
議
会
で
一
緒
に
協

議
を
し
て
い
た
だ
く「
市
民
委
員
」

を
募
集
し
ま
す
。

　
【
推
進
協
議
会
の
役
割
】防
犯
に

関
す
る
情
報
の
共
有
を
図
り
、
犯

罪
の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
具
体
的

事
項
を
協
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
で
、

任
期
中
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

　
【
任
期
】委
嘱
し
た
日
か
ら　

年
２３

７
月
４
日
ま
で

　
【
募
集
人
員
】
３
人
以
内

　

申
し
込
み
は
７
月　

日
（
金
）

１０

ま
で
に
（
必
着
）、「
市
民
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め

の
具
体
的
方
策
」
に
つ
い
て
８
０

０
字
程
度
に
ま
と
め
、
応
募
の
動

機
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、

〒
２
０
３
儿
８
５

５
５
、
市
役
所
防

災
防
犯
課
あ
て
郵

送
を
（
電
子
メ
ー

ル
も
可
）。

　

※
選
考
結
果
は

７
月
中
に
通
知
し

ま
す
。
な
お
、
応

募
し
た
原
稿
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
課

防
災
防
犯
係
緯
４

７
０
・
７
７
６
９

へ
。

　

４
月　

日
（
水
）
に
定
額
給
付

１５

金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申

請
書
を
世
帯
主
あ
て
に
発
送
し
ま

し
た
。
現
在
、
受
け
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請
書
類
が
届

い
て
い
な
い
場
合
は
、
定
額
給
付

金
担
当
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
早

め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
定

額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手

当
の
申
請
書
の
提
出
期
限
は　

月
１０

　

日
（
金
）
で
す
。

１６
　

※
当
日
消
印
有
効
。
期
限
を
過

ぎ
る
と
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る

場
合
は
、
振
り
込
み
が
で
き
ま
せ

ん
。
申
請
し
て
６
週
間
以
上
過
ぎ

て
も
、
市
か
ら
通
知
が
な
い
場
合

は
、
同
担
当
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
企
画
経
営
室
定
額
給

付
金
担
当
緯
４
７
０
・
７
７
４
０ 

（
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）
へ
。

　

定
額
給
付
金
等
の
手
続
き
を

装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

定
額
給
付
金
等
に
関
し
て
不
審

な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
最
寄

り
の
警
察
署
、
警
察
相
談
電
話

（
＃
９
１
１
０
）
ま
た
は
市
定
額

給
付
金
担
当
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
担
当
緯
４
７
０
・

７
７
４
０ 
へ
。

辛
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
進
は

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

今
年
も
７
月
を
強
調
月
間
と
し

て
「
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

の
就
労
支
援
」
を
重
点
事
項
に
、

全
国
の
都
道
府
県
、
市
区
町
村
に

推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
市
長

が
推
進
委
員
会
会
長
と
な
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
や
保
護
司
会
、
更
生

保
護
女
性
会
、
小
・
中
学
校
校
長

会
、
地
区
青
少
協
な
ど
関
係
団
体

の
協
力
を
得
て
、
広
報
活
動
を
行

い
ま
す
。

　

特
に
今
年
度
は
、
従
来
行
っ
て

い
た
パ
レ
ー
ド
か
ら
中
央
公
民
館

に
会
場
を
移
し
て
、辛
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
進
市
民
の
つ
ど
い
・

音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。
市
内

小
・
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
合
唱
部

の
児
童
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
【
日
時
】
７
月
４
日
（
土
）
午
後

１
時
か
ら
（
零
時　

分
開
場
）

４０

　
【
会
場
】
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

　
【
入
場
料
】
無
料

　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
【
内
容
】第
１
部　

市
民
の
つ
ど

い
＝
主
催
者
お
よ
び
来
賓
あ
い
さ

つ
▼
辛
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
進
広
報
ビ
デ
オ
上
映

　

第
２
部　

音
楽
祭
（
参
加
予
定

校
〈
順
不
同
〉）
＝
第
三
小
学
校
金

管
バ
ン
ド
▼
久
留
米
中
学
校
吹
奏

楽
部
▼
下
里
中
学
校
吹
奏
楽
部
▼

西
中
学
校
合
唱
部

　

※
市
推
進
委
員
会
で
は
、
市
内

中
学
校
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、

こ
の
運
動
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
標
に
辛
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
進
書
道
・
ポ
ス
タ
ー
展
を
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
応
募
作
品

は
、
秋
の
市
民
文
化
祭
で
展
示
す

る
予
定
で
す
。
詳
細
は
各
学
校
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
福
祉
総
務
課
福
祉
政

策
係
緯
４
７
０
・
７
７
４
１
へ
。

　

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を

受
け
て
い
た
方
が
平
成　

年
４
月

１７

１
日
～　

年
３
月　

日
の
間
に
亡

２１

３１

く
な
る
等
、　

年
４
月
１
日
に
お

２１

い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等

の
受
給
権
者
が
い
な
い
場
合
、
第

九
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面　
２４

万
円
、
６
年
償
還
の
記
名
国
債
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
、
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
お
一

人
で
す
。

　
（
１
）　

年
４
月
１
日
ま
で
に
、

２１

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
方

　
（
２
）
戦
没
者
等
の
子

　
（
３
）戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
（
い
ず
れ

も
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
方
の
う
ち
、　

年
４
月
１

２１

日
に
お
い
て
婚
姻
し
て
い
た
と
し

て
も
氏
が
変
わ
っ
て
い
な
い
方
、

ま
た
は
同
日
に
お
い
て
、
遺
族
以

外
の
方
と
養
子
縁
組
を
し
て
い
な

い
方
に
限
り
ま
す
）

　
（
４
）
前
記
（
３
）
以
外
の
戦
没

者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
と
生
計
関
係

を
有
し
て
い
な
い
方
や
戦
没
者
等

と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
が
前

記
（
３
）
に
該
当
し
な
い
方
）

　
（
５
）
前
記
（
１
）
～
（
４
）
以

外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親

族
（
戦
没
者
の
死
亡
ま
で
引
き
続

く
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
）

　

請
求
期
限
は　

年
４
月
２
日
ま

２４

で
で
す
。
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

時
効
に
よ
り
権
利
が
消
滅
し
、
特

別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
福
祉
総
務
課
福
祉
政

策
係
緯
４
７
０
・
７
７
４
１
へ
。

21.  7.  121.  7.  1
　
　

年
度
の
介
護
保
険
料
が
決
定

２１
し
ま
し
た
の
で
、
決
定
通
知
書
を

７
月　

日
（
金
）
に
発
送
し
ま
す
。

１０

　

年
金
か
ら
直
接
納
め
て
い
た
だ

く
方
に
は
、
特
別
徴
収
決
定
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。
年
６
回
の
年

金
支
給
の
と
き
に
天
引
き
と
な
り

ま
す
。
銀
行
等
の
窓
口
で
納
め
て

い
た
だ
く
普
通
徴
収
の
方
に
は
、

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。
納
期
は

７
月
～
３
月
の
９
回
で
す
。
便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
料
は
、　

歳
以
上
の

４０

す
べ
て
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
回
お
知
ら
せ
す

る
の
は
、
ご
自
分
で
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く　

歳
以
上
の
方
で

６５

す
（　

歳
未
満
の
方
の
保
険
料
は

６５

医
療
保
険
と
一
緒
に
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
）。

　

介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

国
民
で
支
え
合
っ
て
い
く
制
度
で

す
。
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
の
負

担
も
軽
く
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
総
額
に

対
し
、　

歳
以
上
の
方
の
保
険
料

６５

が
、
こ
の
約　

昏
を
支
え
て
い
ま

２２

す
。
保
険
料
の
負
担
に
つ
い
て
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
保
険
係

（
内
線
４
９
１
０
・
４
９
１
１
）

へ
。

　

都
立
霊
園
の
使
用
者
を
募
集
し

ま
す
。
申
込
資
格
等
、
詳
細
は

「
申
し
込
み
の
し
お
り
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
【
募
集
霊
園
等
】多
磨
霊
園
＝
一

般
埋
蔵
施
設
（
２
２
０
カ
所
）、
み

た
ま
堂
（
長
期
収
蔵
施
設
）
▼
小

平
霊
園
＝
一
般
埋
蔵
施
設
（　

カ
５７

所
）、
合
葬
埋
蔵
施
設
（
遺
骨
・
生

前
申
し
込
み
）
▼
八
王
子
霊
園
＝

芝
生
埋
蔵
施
設
（
１
０
３
カ
所
）

▼
八
柱
霊
園
＝
一
般
埋
蔵
施
設

（
１
６
０
カ
所
）
▼
青
山
霊
園
＝

一
般
埋
蔵
施
設
（　

カ
所
）、
立
体

４０

埋
蔵
施
設
（　

カ
所
）
▼
谷
中
霊

６０

園
＝
一
般
埋
蔵
施
設
（　

カ
所
）

７０

　
【
申
し
込
み
方
法
等
】７
月
１
日

（
水
）
～　

日
（
火
）
に
（
消
印

１４

有
効
）、
申
し
込
み
の
し
お
り
に

添
付
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。　

日
（
金
）
午
前
９
時

１７

ま
で
に
新
宿
郵
便
局
が
受
領
し
た

も
の
が
有
効
で
す

　
【
申
込
書
・
申
し
込
み
の
し
お
り

の
配
布
期
間
と
配
布
場
所
】
７
月

１
日
（
水
）
～　

日
（
火
）
に
次

１４

の
場
所
で
配
布
し
ま
す
。

　

①
市
民
課
（
市
役
所
１
階
）、
上

の
原
・
滝
山
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各

連
絡
所
、
都
内
市
区
役
所
・
町
役

場
、
松
戸
市
役
所
②
都
庁
第
一
、

第
二
本
庁
舎
１
階
・
２
階
の
案
内

コ
ー
ナ
ー
③
各
都
立
霊
園
管
理
事

務
所
、
都
立
青
山
・
瑞
江
葬
儀
所

④
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会

（
新
宿
区
歌
舞
伎
町
２
ノ　

ノ
１
、

４４

ハ
イ
ジ
ア　

階
）

１０

　

※
配
布
期
間
中

は
下
記
の
同
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
市
民

課
緯
４
７
０
・
７

８
４
４
ま
た
は
財

団
法
人
東
京
都
公

園
協
会
霊
園
チ
ー

ム
緯　

・
３
２
３

０３

２
・
３
１
５
１
、

テ
レ
フ
ォ
ン
ガ
イ

ド
緯　

・
５
３
２

０３

０
・
７
７
５
１
へ
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
持

ち
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
の
方
を
温
か

く
見
守
り
、
自
分
に
で
き
る
範
囲

で
支
援
す
る
方
を
い
い
ま
す
。
資

格
取
得
の
講
座
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
取
り
組
み
は
全
国
的
に
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
【
日
時
】
７
月　

日
（
金
）
午
後

３１

２
時
～
４
時
（
１
時
半
か
ら
受
け

付
け
）

　
【
会
場
】わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ

１
階
講
堂

　
【
講
義
内
容
】①
認
知
症
の
正
し

い
理
解
や
接
し
方
に
つ
い
て
②
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
で
き
る
こ
と
、

な
ど

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
で
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

講
し
た
こ
と
の
な
い
方

　
【
定
員
】
１
０
０
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
７
月　

日〈
金
〉

２４

ま
で
に
返
信
し
ま
す
）

　
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
７
月
１
日
（
水
）

～　

日
（
金
）
に
（
必
着
）、
往
復

１７
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
職
業
・
年
齢
（
在
勤
の
方

は
勤
務
先
名
・
所
在
地
）
を
記
入

の
上
、
〒
２
０
３
儿
８
５
５
５
、

介
護
福
祉
課
地
域
ケ
ア
係
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（
７
／

　

）申
込
」
係
あ
て
郵
送
を
。

３１
　

※
受
講
修
了
者
に
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
と
な
る
「
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
同
内
容
の
講
座
を
、

　

月
２
日
（
金
）
東
部
地
域
セ
ン

１０タ
ー
で
も
開
催
す
る
予
定
で
す

（
約
１
カ
月
前
の
広
報
紙
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

　

詳
し
く
は
同
係
（
内
線
２
５
５

７
、
２
５
０
２
）
へ
。

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
介

護
に
よ
る
不
安
や
心
配
ご
と
な
ど
、

日
ご
ろ
抱
え
て
い
る
思
い
を
気
軽

に
話
し
に
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
７
月　

日
（
月
）
午
後

１３

１
時
～
２
時
半　

　

※
奇
数
月
に
開
催
予
定
で
す
。

　
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
対
象
】認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
家
族

　
【
参
加
費
】
１
０
０
円
（
茶
菓
子

代
な
ど
）

　

申
し
込
み
は
認
知
症
の
方
が
居

住
す
る
地
域
を
担
当
す
る
次
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

①
上
の
原
、
神
宝
町
、
金
山
町
、

氷
川
台
、
大
門
町
、
東
本
町
、
新

川
町
、
浅
間
町
、
小
山
に
居
住
の

方
＝
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
菊
地
緯
４
７
３
・
９
９
９

６
　

②
学
園
町
、
ひ
ば
り
が
丘
団
地
、

本
町
、
幸
町
、
中
央
町
、
南
沢
、

前
沢
一
～
三
丁
目
、
南
町
に
居
住

の
方
＝
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
柿
木
（
か
き
の
き
）
緯
４

７
０
・
８
１
８
６

　

③
前
沢
四
～
五
丁
目
、
滝
山
、

下
里
、
柳
窪
、
野
火
止
、
八
幡
町
、

弥
生
に
居
住
の
方
＝
西
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
須
佐
緯
４
７

２
・
０
６
６
１

　

詳
し
く
は
各
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て

「
東
京
都
市
町
村
民
交
通
災
害
共

済
（
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
）」
に
加
入

し
ま
せ
ん
か
。
こ
の
共
済
は
、
都

の　

市
町
村
が
共
同
で
実
施
す
る

３９
共
済
制
度
で
、
会
員
が
交
通
事
故

に
遭
っ
た
場
合
、
会
員
の
皆
さ
ん

が
出
し
合
っ
た
会
費
か
ら
、
見
舞

金
を
支
払
う
事
業
で
す
。

　

現
在
、　

年
度
の
加
入
申
し
込

２１

み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

（
共
済
期
間
は
加
入
日
の
翌
日
～

　

年
３
月　

日
）。

２２

３１

　
【
加
入
資
格
】市
内
に
住
民
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
の
あ
る
方
。

会
員
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
て
、

就
学
の
た
め
都
の
市
町
村
外
に
お

住
ま
い
の
方

　
【
会
費
】Ａ
コ
ー
ス
が
１
０
０
０

円
、
Ｂ
コ
ー
ス
が
５
０
０
円

（
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
見
舞
金
の
額

が
異
な
り
ま
す
）

　

加
入
申
し
込
み
は
都
市
計
画
課

（
市
役
所
５
階
）、
上
の
原
・
ひ
ば

り
が
丘
・
滝
山
の
各
連
絡
所
、
市

内
の
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
除
く
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
街
路
交
通
計
画

係
緯
４
７
０
・
７
７
６
８
へ
。

　

地
域
で
自
主
的
に
活
動
し
て
い

る
社
会
教
育
の
グ
ル
ー
プ
を
育
成

す
る
た
め
、
各
団
体
が
企
画
・
運

営
す
る
講
座
に
講
師
を
派
遣
す
る

事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
対
象
は

歴
史
・
経
済
・
政

治
・
教
育
・
文
化

等
の
学
習
グ
ル
ー

プ
や
サ
ー
ク
ル
で
、

広
報
紙
で
公
募
し
た
市
民
も
受
講

で
き
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

※
今
年
度
か
ら
当
事
業
は
、
中

央
公
民
館
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
久

留
米
市
文
化
協
会
に
委
託
し
ま
し

た
。

　
【
申
込
書
の
配
布
と
受
付
期
間
】

７
月
１
日
（
水
）
～　

日
（
金
）

１７

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
公

民
館
事
務
室
内
の
同
協
会
で　

　

詳
し
く
は
同
協
会
緯
４
７
７
・

４
７
０
０
へ
。

夏
休
み
の
宿
題
の
ヒ
ン
ト
も
見
つ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
協
力
は

東
京
ガ
ス
株
式
会
社
西
部
支
店
。

　
【
日
時
】
７
月　

日
（
金
）
午
前

２４

８
時
に
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

集
合
、
午
後
４
時
解
散
予
定

　
【
対
象
】市
内
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
【
行
き
先
】が
す
て
な
ー
に
ガ
ス

の
科
学
館
、
東
京
都
水
の
科
学
館

　

※
バ
ス
で
の
移
動
と
な
り
ま
す
。

　
【
定
員
】
先
着　

人
４０

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
弁
当
、

水
筒

　

申
し
込
み
と
詳
し
く
は
、
７
月

２
日（
木
）午
前
９
時
か
ら
電
話
で

生
活
文
化
課
緯
４
７
０
・
７
７
３

８
へ
。

　

江
東
区
豊
洲
に
あ
る
「
が
す
て

な
ー
に
」
と
「
水
の
科
学
館
」を
見

学
し
ま
す
。
見
て
、聴
い
て
、触
っ

て
、
楽
し
み
な
が
ら
ガ
ス
と
水
の

役
割
や
特
長
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

私
立
幼
稚
園
お
よ
び
幼
稚
園
類

似
施
設
に
在
籍
す
る
園
児
や
、
都

認
定
こ
ど
も
園
に
在
籍
す
る
短
時

間
利
用
児
の
保
護
者
に
、　

年
度

２１

の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
対
象

と
な
る
方
は
必
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
【
対
象
】市
内
に
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
の
あ
る
、
３
歳
～

５
歳
児
の
保
護
者
（
満
３
歳
途
中

入
園
の
場
合
も
含
む
）

　
【
補
助
金
額
】世
帯
の
市
民
税
所

得
割
額
に
応
じ
た
額（
下
表
参
照
）

　
【
申
請
方
法
】幼
稚
園
を
通
じ
て

配
布
す
る
「
保
護
者
補
助
金
の
申

請
に
つ
い
て
」
を
参
照
し
、
申
請

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

年
度
の
市
民
税
額
を
証
明
す
る

２１書
類
を
添
付
し
て
各
幼
稚
園
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係
緯
４
７
０
・
７
７
３
５

へ
。

　市民の皆さんに東久留米の農業を知ってい
ただくため、東久留米市認定農業者の会によ
る「地場産農産物の夕市」を開催します。ぜ
ひご来場ください。同会は、安定的で健全な
農業経営の改善を通じて、農産物の地産地消、
安心・安全を考えた都市農業の経営と発展を
目指し、昨年３月に設立されました。
　【日時】７月１１日（土）午後３時から
　【会場】東和銀行東久留米中央支店駐車場
（市役所向かい）
　詳しくは産業振興課農政係緯４７０・７７４３へ。

　昨年好評でした「夏休み体験教室」を今年も行
います。今年は車イスの体験と、補助犬（聴導犬・
介助犬・盲導犬３つの総称）についての講演です。
普段あまり見ることのできない補助犬についての
理解を深め、簡単な訓練やデモンストレーション、
補助犬との触れ合いタイムを予定しています。こ
の機会に、ぜひご参加を。
　【日時】８月７日（金）午
後１時～３時半（零時半から
受け付け）
　【会場】さいわい福祉セン
ター多目的ホール　※当日の
送迎は各家庭でお願いします。
　【対象・定員】小学生先着
４０人
　【参加費】無料
　申し込みと詳しくは７月１日（水）～２４日（金）
の午前９時～午後５時（土曜・日曜日、祝日を除
く）に電話で同センター緯４７７・２７１１（担当：徳大
寺・早瀬・荒井）へ。

夕市（第三回）を開催します

第3回 夏休み体験教第3回  夏休み体験教室室

※第２子の要件が次の通り広がりました。
①幼稚園、幼稚園類似の幼児施設、保育所（東京都認証保育所を含む）、認定こども園に在籍する
兄・姉がいる園児②小学１～３年生の兄・姉がいる園児③障害児通園施設に通う、または児童デ
イサービスを利用する就学前の兄・姉がいる園児

※市民税所得割額について住宅借入金等特別控除、配当控除、外国税控除の各控除が適用される場
合は、控除前の額で補助額を決定します。

補 助 金 月 額
所 得 の 基 準

（世帯の２人以上に所得がある場合は、
その所得割額の合計）

認定
区分

同一世帯から
通園の２人目
以降の園児　
（第２子）

同一世帯から
通園の１人目
の園児　　　
（第１子）

９,５００円生活保護を受けている世帯および２１年度
の市民税所得割が非課税となる世帯１

９,５００円７,８００円２１年度の市民税所得割額が３万４,５００円
以下の世帯２

８,９００円６,８００円２１年度の市民税所得割額が３万４,５０１円
以上１８万３,０００円以下の世帯３

８,３００円５,７００円２１年度の市民税所得割額が１８万３,００１円
以上２１万６,７００円以下の世帯４

３,３００円２１年度の市民税所得割額が２１万６,７０１円
以上の世帯５

◆財団法人東京都公園協会ホームページアドレス
http://www.tokyo-park.or.jp/

地場 菜菜野野産 の

聴導犬・介助犬・盲導犬ってなんだろう聴導犬・介助犬・盲導犬ってなんだろう？？

参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集参加者募集！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

（
申
請
は　

月　

日
ま
で
）

１０

１６

定
額
給
付
金
の
給
付
を
装
っ
た

「
振
り
込
め
詐
欺
」や「
個
人
情
報
の
詐
取
」に

ご
注
意
く
だ
さ
い

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へへ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
すす

介
護
保
険
料

介
護
保
険
料
のの

決
定
通
知

　
　

決
定
通
知
書書

を
送
付
し
ま

　
　
　

を
送
付
し
ま
すす

募
集
し
ま

募
集
し
ま
すす

都
立
霊
園
を
使
用
す
る

都
立
霊
園
を
使
用
す
る
方方

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

〜
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

〜
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座座

を
開
催
し
ま
す

を
開
催
し
ま
す
〜〜

認
知
症
の
方
を
介
護
す

認
知
症
の
方
を
介
護
す
るる

家
族
の
交
流
会「
つ
つ
じ
会

家
族
の
交
流
会「
つ
つ
じ
会
」」

を
開
催
し
ま

を
開
催
し
ま
すす

交
通
災
害
共

交
通
災
害
共
済済

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
こここここここここここここここここここここ
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ととととととととととととととととととととと
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」にに

加
入
し
ま
せ
ん

加
入
し
ま
せ
ん
かか

夏
休
み
特
別
企
画

「
め
ざ
せ
エ
コ
キ
ッ
ズ
！

　
　

日
帰
り
探
検
バ
ス
ツ
ア
ー
」

第３回
消費者講座

市
民
自
主
企
画
講

市
民
自
主
企
画
講
座座

講
師
等
派
遣
事
業

講
師
等
派
遣
事
業　

「
東
久
留
米
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
の
市
民
委
員
」

を
募
集
し
ま
す

「
東
久
留
米
市
安
全・安
心
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
の
市
民
委
員
」

を
募
集
し
ま
す

私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立

幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等幼稚園児等のののののののののののののののののののののの

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助保護者補助金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

◆防災防犯課メールアドレス
bosaibohan@city.higashikurume.lg.jp

補助犬と同伴できる施
設を示す補助犬マーク

身身社社
会
を
明
る
く
す
る
運

会
を
明
る
く
す
る
運
動動
進進

市
民
の
つ
ど
い
・
音

市
民
の
つ
ど
い
・
音
楽楽
祭祭

第59回


